
令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 計
予定 予定 予定

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

円 円 円 円 円 円

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度

　矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：道路維持作業車購入）整備事業

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

　厚岸町では、道路の維持管理として、舗装の損傷などにより発生する路面陥没や段差を補修する舗装補修、
砂利道における路面整正などの作業を行い、冬期には、町及び地元建設業者とで町内２２５ｋｍの除雪作業を
行っているものであり、町郊外は、積雪量が特に多く、吹き溜まりも発生しやすいため除雪作業に時間を要し
ている。既存車両は納車から約２０年が経過しており、故障修繕により稼働率が低下し、道路維持作業に遅延
が発生している。道路維持作業車を更新することで道路の維持管理と除雪作業態勢の効率化を図り、町民が安
心安全に通行できる道路の維持を目標とする。

　厚岸町長

　道路維持詰所（北海道厚岸郡厚岸町宮園４丁目１番地）

　道路維持作業車（除雪トラック１０級・６×６ダンプ型アングリングプラウ、アングリング路面整正装置付）　１台

　令和３年６月　～　令和４年３月

本事業で購入した車両を活用することにより、夏場の砂利道における路面整正作業、冬場の除雪作業の体制を
維持することが可能となり、町民が安全に通行できる道路を維持することが可能となった。また、運行日誌、
作業日誌により、故障修繕による稼働率低下や道路維持作業の遅延が改善されたことが確認できた。
なお、防衛省の調整交付金事業である旨を、車両本体に表記し、町ホームページに掲載して地域住民への周知
を図った。

地域住民の快適で安全な通行を確保するため、引き続き適切な道路維持作業に同車両を活用し、今後も計画的
に事業を実施する。

　無

55,880,000

55,500,000 55,500,000

55,880,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
1,705,000 25,520,000 11,924,000

1,590,000 24,300,000 10,730,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業の実施により、冬期舎飼い施設で使用していた給水器の課題が大幅に改善さ
れた。既存の給水施設は、構造上の課題から衛生管理が難しいため感染症のリスクが
指摘されていたが、今回設置した解放型の給水器は冬期間においても掃除が容易であ
り、常に清潔な水を提供できることからＢＶＤ-ＭＤウイルス等の感染症予防効果が
期待される。また、既存の給水施設にはヒーター機能が無かったため、厳寒期におい
ては育成牛が夜間に飲水することが困難であったが、給水器の更新整備により厳寒期
においても24時間の飲水が可能になったことから育成牛の成長に大きく貢献すると考
えられる。実際の飲水量を令和２年度と令和３年度の１日当たりで比較すると、令和
２年11月では25.4㍑/日頭であったのに対し、令和３年11月では28.0㍑/日頭と、飲水
量が約10％程度増加した。当牧場に預託されている育成牛の月齢（15～24ヶ月齢）で
は、１日に必要とする飲水量の目安は約29.4㍑とされており、令和４年度の給水施設
更新工事が完了すると全頭分の給水器が更新されるため、飲水量は更に向上し必要量
の目安に近づくと考えられる。また、本事業の効果については、牧場長はじめ従業員
から、「給水器を更新してから牧草ロールの食い込みも良く、牛の状態が例年より良
い」とのことであり、預託農家からも「町営牧場から退牧してくる牛が大きくなっ
た・おとなしくなった」などと評価されており、本事業が周辺酪農家の産業振興に寄
与していることが確認される。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を各給水器に表記す
るとともに、町ホームページへの掲載や町営牧場が定期的に発行する「牧場たより」
で紹介することで、地域住民への周知を図った。

令和４年度分の工事も計画されており、今後も適切な管理を行いながら計画的に事業
を実施する。

　無

全　体：令和２年度～令和４年度
本年度：令和３年６月～令和３年１０月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

39,149,000

交付金額 36,620,000

全　体：実施設計一式・機械設備工事一式・電気設備工事一式
本年度：機械設備工事一式・電気設備工事一式

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：町営牧場給水施設更新工
事）整備事業

厚岸町長

厚岸町営牧場大別団地（厚岸郡厚岸町大別１番地）

　町営牧場は預託牛を飼育することにより、酪農家の経営全般を支える役割を担って
いるが、既存の給水施設は構造上、衛生管理が難しく、感染症の感染リスクが指摘さ
れている。
　また、ヒーター機能が無いため、冬季の安定した飲み水供給にも支障をきたしてい
る。加えて老朽化が著しく、水漏れが発生し、飼育管理に支障をきたしている。本事
業により給水施設を更新し、①季節を問わず飲み水を衛生的・安定的に供給すること
により、②預託牛の感染リスクを改善し、産業の振興に寄与することを目的とする。



　高規格救急自動車が整備されたことにより、車体の歪み、走行中の軋み音などの不具合が解消され、安全か
つ安定的に運用を行うことができ、町民の生命を守ることができることが確認できた。
　職員からの聴き取りにより、事業完了後の約２ヶ月間の活動を確認したところ、21件の救急出動に従事し、
故障等の不具合もなく、町民の安心と安全の確保に従事したことが確認できた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを車両本体に表記及び町ホームページへ掲載し、地
域住民への周知を図った。

　今後も、高規格救急自動車の現況確認や地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

　無

41,580,000

41,300,000 41,300,000

41,580,000

　今回、更新を行う高規格救急自動車については、配備後13年を経過している。救急自動車の特性上、暖機運転をせず
出動するため、エンジンオイルが内部に行き渡らない状態で高負荷状態となり、シリンダー及びピストンの消耗が著し
い。また、経年に伴う車体の老朽化により、車体が歪み、走行中に軋み音が発生するほか、ドアを閉じる際半ドアにな
りやすい状態である。当該車両を更新することで、救急要請時、安全かつ安定的な運用を行うことができ、町民の生命
を守ることができる。

　厚岸町長

　釧路東部消防組合厚岸消防署（北海道厚岸郡厚岸町宮園２丁目４１４番地２）

　高規格救急自動車　１台

　令和３年６月　～　令和４年３月

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

円 円 円 円 円 円

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度

　矢臼別演習場関連公共用施設（消防に関する施設：消防自動車）整備事業

令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 計
予定 予定 予定



　本事業により、医療機器を更新したことで、老朽化の著しい医療機器の故障によって、診療の支障を来すこ
とへの懸念が解消され、地域住民に対する安定的で質の高い医療サービスの確保が図られた。それぞれの医療
機器に対する聞き取りの結果は以下のとおりである。
・多人数用透析液供給装置
　連続希釈方式により希釈精度を高め、より一層安定した濃度の透析液供給が可能となった。また、装置の薬
液コストの低減が図られた。
・透析用監視装置
　血圧測定の加圧による負担が軽減され、測定時間も短縮されたため、患者の負担が軽減された。
・透析用電動スケールベッド
　患者のベッド昇降時、最適な位置でのアーム調整ができ、患者に合わせた上体、下肢の角度、ベッド高さ機
能により患者への負担が軽減された。
・自動分析装置
　サンプル量、試薬量がより少量で検査が可能となった。また、測定時間が軽減されたため、患者への診療時
間が改善された。
・除細動装置
　画面表示が分かりやすく使用方法が簡素であり、取扱やすい。
・自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
　操作が簡単であり、緊急時に一般職員の使用も可能である。
　
　
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、機器本体部への標記と町立厚岸病院ホームペー
ジの掲載及び院内掲示により住民への周知を実施した。

　今後とも機器の使用状況や利用者及び医師、看護師等のニーズを踏まえながら事業を実施する。

　無

49,726,270

46,000,000 46,000,000

49,726,270

　町立厚岸病院ではいくつかの医療機器の老朽化が著しく、メ－カ－による修理部品供給も終了している。そ
のため、故障した場合には迅速かつ的確な診療に支障を来す恐れがあり、更新が必要な状況である。
　本事業で機器を更新することにより、地域住民に対する、安定的で質の高い医療サ－ビスの確保が図られ
る。

　厚岸町長

　町立厚岸病院（北海道厚岸郡厚岸町住の江１丁目１番地）

　①多人数用透析液供給装置　１台　　⑤透析用電動スケールベッド　１６台
　②透析用監視装置　　　　　１台　　⑥自動体外式除細動器(AED)　　 １台
　③自動分析装置　　　　　　１台
　④除細動装置　　　　　　　２台

　令和３年８月　～　令和３年１２月

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の 目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

3

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

円 円 円 円 円 円

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度

　矢臼別演習場関連公共用施設（医療施設：医療機器等購入）整備事業

令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 計
予定 予定 予定

t-arase-hk
四角形



15,400,000

　介護老人保健施設関係者への聞き取りを行ったところ、本事業の実施による外調機改修後には、使用でき
ない状況にあった南側系統が正常に機能するようになったことで、介護老人保健施設における廊下まわりの
暖房温度調整が改善されたと好評であった。
　また、点検表に基づいて定期的に外調機の状況確認を行い、入所者を取り巻く環境が改善されたことを確
認できた。
　これらのことから、本事業を実施したことが、地域住民に対する安定的で質の高い介護サービスの確保に
つながっていることを確認できた。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を機器本体に標記し、厚岸町介護老人保健施設
ホームページへの掲載及び掲示板への表記を行うことで、地域住民への周知を実施した。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　今後とも施設の使用状況や患者及び利用者の安全性の向上を図り事業を実施する。事業の改善措置及び今後の対応

　無
事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

交付金額

15,400,000

円 円 円

事業費

16,390,000 16,390,000

　令和３年１０月　～　令和４年３月補助事業の始期及び終期

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度 令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 計
予定 予定 予定

円 円 円

　厚岸町介護老人保健施設（北海道厚岸郡厚岸町住の江１丁目１番地）実 施 場 所

　介護老人保健施設の既存外調機は、平成７年度病院の改築に伴い設置したものであるが、設置後２６年が
経過したことにより老朽化が著しく、南側系統においては、機器の故障により使用できない状況である。
　当該機器については、空調及び施設内のエアバランスを整える働きがあり、冬場には温水による熱交換に
より暖房として施設廊下回りを温める役割も担っている。
　本事業を実施することにより、地域住民に対する安定的で質の高い介護サ－ビスの確保を図る。

補助事業の成果の目標

　外調機改修　一式補 助 事 業 の 内 容

　厚岸町長補 助 事 業 者 名

事　業　評　価　書

　矢臼別演習場関連公共用施設（社会福祉施設：厚岸町介護老人保健施設外調機改修工事）整備事業補 助 事 業 名



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
21,136,500

20,080,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本事業の実施により、除糞作業や牧草ロールの積み上げ作業の効率化を図るホ
イールローダ、圃場に堆肥を春と秋の２回に分けて散布する作業に必要なマニュ
アスプレッダ、冬期舎飼時に尿溜に貯蔵後、毎年５月中旬頃から尿散布管及び圧
送ポンプで草地に散布する際に必要なローターポンプを導入したことにより、効
率的運用が図られ、周辺酪農家の産業の振興に寄与していることが確認できた。
　牧場管理者の聞き取りにおいても、作業機等を整備したことにより、牧草の品
質向上及び作業の効率化、安定的なふん尿処理体制の整備がされたことを確認し
た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を各作業機本体
に表記し、町ホームページにも掲載することで、地域住民への周知を図った。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和３年９月から令和４年３月まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

21,136,500

交付金額 20,080,000

　ホイールローダ　　　一式
　マニュアスプレッダ　１台
　ローターポンプ　　　一式

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：町営牧場用機械購
入）整備事業

厚岸町長

厚岸町営牧場大別団地（厚岸郡厚岸町大別１番地）

　町営牧場は、預託牛を飼育することにより、酪農家の経営全般を支える役割を
担っているが、そのためには良質な牧草の安定的供給が必要不可欠となってい
る。
　現有の作業機について、ホイールローダは平成19年、マニュアスプレッダは平
成13年に導入されたものであり、経年劣化による維持・修繕に多くの経費と労力
を費やし、作業への支障・遅延も発生している。
　ローターポンプは現有１台しかなく、場所を移動させながらの作業となり、非
効率となっている。
　また、牧草の収穫及び保管作業のための適当なホイールローダ用アタッチメン
トがなく、作業が非効率になっている状況にある。
　本事業により、作業機等の整備を行うことで牧草の収穫及び保管を効率化する
とともに、安定的なふん尿処理体制を整備することにより牧草の収量が確保され
周辺酪農家の産業の振興に寄与することを図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
0 39,248,000 35,000,000 40,168,000 0

0 36,200,000 31,500,000 36,151,000 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

全　体：特殊かご工　L=226.80m
本年度：特殊かご工　L=90.60m

　本事業の実施路線は、近年の台風や長雨等の異常気象により当該路線法面が崩
落しており、この状況が進むと道路への土砂流出により、車両の通行を妨げる恐
れもあります。
　これらの現状を踏まえ、本事業を活用し通行の安全確保と地域環境の向上を図
る目的とする。

厚岸郡厚岸町トライベツ

厚岸町長

矢臼別演習場関連公共用施設（交通施設：トライベツ道路法面対策工事）整備事
業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

全　体：令和３年度～令和５年度
本年度：令和３年１１月～令和４年３月

無

　今後も引き続き整備を実施し、地域の安全確実な交通を確保するとともに、地
域環境の向上を図る。

　道路法面の対策を実施した区間において、法面崩落により埋没した道路排水が
機能回復を果たし、道路排水機能の低下による舗装版の損傷が抑制され、さらに
法面の新たな崩落を未然に防ぐこととなり、路面への土砂流出の可能性を低下さ
せることができたことにより、通行の安全確保と地域環境の向上が図られたと評
価できる。
　また、地域住民への周知として、町のホームページに掲載し防衛省の特定防衛
施設周辺整備調整交付金事業である事の周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
114,416,000

103,851,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
3,333,000

3,100,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

小型トラック　１台

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：町営牧場用機械購入
その２）整備事業

厚岸町長

厚岸町営牧場大別団地（厚岸郡厚岸町大別１番地）

　町営牧場は預託牛を飼育することにより、酪農家の経営全般を支える役割を
担っているが、そのためには牧場全体の作業が円滑に運営されることが求められ
る。
　現有の小型トラックについては、遠隔地にある放牧地などへの各種資材の搬入
搬出や、その他資材の運搬などに活用しており、小回りのきく作業機として大変
重要なトラックである。
　しかし本機は平成１７年に導入されたもので、既に１４万㌔以上走行してお
り、エンジントラブルはもとより荷台やフェンダーが腐食するなど、経年劣化に
よる修繕が多く作業への支障・遅延も発生している。そのため本事業により作業
機の更新を行うことで、各種資材の運搬がより円滑になることから、牧場全体の
作業に貢献し周辺酪農家の産業の振興に寄与することを図る。

　本事業は、安定的な作業の実施、運搬作業の効率化を図ることを目標としての
作業機を整備し、牧場管理者の聞き取りにおいても、遠隔地にある放牧地などへ
の各種資材の搬入搬出作業が円滑に行われるとともに、牧場全体の作業に貢献
し、周辺酪農家の産業の振興に寄与していることが確認できた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を本体に表記
し、町ホームページにも掲載することで、地域住民への周知を図った。

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

令和３年１０月から令和４年２月まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

3,333,000

交付金額 3,100,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円

0 19,690,000 0 0 0 19,690,000

交付金額 0 17,900,000 0 0 0 17,900,000

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有

無

本事業の実施により、天井の未改修部分が改修されたため施設利用者の安全性が高
まり、照明器具のＬＥＤ化によって照度不足が解消され快適性が高まった。また利
用者へ聞き取りを行ったところ、「プールサイドが明るくなり館内が清潔な感じが
する」「プール水の透明度が更に上がった感じがして快適になった」等の評価が得
られ、施設管理者からは「これまでと違い瞬時に照明が点灯し点灯・消灯がスムー
ズになった」「照明が明るくなり水中清掃時にゴミや目地砂を取りやすくなった」
等の評価があり、本事業の実施により、利用者がより快適に温水プールを利用でき
るようになり、安心快適に利用できる環境が得られたことが確認できた。本事業が
特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ掲載し、地域住
民への周知を図った。

施設利用者が快適に遊泳できるよう、温水プールの適正な維持管理・環境整備を推
進していく。

無

令和３年１２月～令和４年３月

事業費及び交付金額

計

事業費

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：温水
プール施設改修）整備事業

厚岸町長

厚岸町温水プール（北海道厚岸郡厚岸町湾月１丁目１番地）

本事業実施により地震によるひび割れや破片の落下が散見される施設の天井一部を
改修し、利用者の安全を確保する。併せて経年により劣化し不点灯や点灯・不点灯
を繰り返す照度不足の照明器具をＬＥＤに取替え、安心・快適に利用できる環境を
提供する。

天井一部改修　　　　　一式
照明器具取替　　　　２０台



　本事業実施により、草刈委託業者から「作業への支障・遅延が解消された」との報告があり、その結果宮
園公園内緑地帯及びスポーツ施設の適正な芝の維持管理と環境整備が図られ、快適な公園の利用ができるこ
とから施設利用者の生活環境の改善が図られた。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以下に記載し、地域住民への周知を図った。
　・車両本体に標記
　・厚岸町ホ－ムペ－ジへ掲載

　施設利用者が快適な公園の利用ができるよう、宮園公園内緑地帯及びスポーツ施設の適正な芝の維持管理
と環境整備を推進していく。

　無

　

4,730,000

4,500,000 4,500,000

4,730,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　宮園公園の現有の芝刈り機は平成１９年及び平成２５年度に導入されたものであり、経年劣化による故障
がたびたび発生し、作業への支障・遅延が生じている。
　本事業実施により、宮園公園内緑地帯及びスポーツ施設の適正な芝の維持管理と環境整備が図られ、快適
な公園の利用ができることから施設利用者の生活環境の改善が図られる。

　厚岸町長

　宮園公園（北海道厚岸郡厚岸町宮園３丁目７番地）

　乗用型芝刈り機（ラフ用）　　　　一式
　乗用型芝刈り機（フェアウェイ用）一式

　令和４年１月　～　令和４年３月

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事　業　評　価　書

補 助 事 業 名

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

交付金額

円 円 円 円 円 円

令 和 ２ 年 度 令 和 ３ 年 度

　矢臼別演習場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：宮園公園管理用機械）
整備事業

令 和 ４ 年 度 令 和 ５ 年 度 令 和 ６ 年 度 計
予定 予定 予定



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円
0 20,768,000 19,256,000 18,705,000 35,989,000 94,718,000

交付金 66,510,000 5,000,000 5,000,000 5,000,000 10,000,000 91,510,000
市町村費等 0

その他 0

運用益 10 6,653 1,032 758 746 9,199

計 66,510,010 5,006,653 5,001,032 5,000,758 10,000,746 91,519,199

20,000,000 18,700,000 18,200,000 34,619,199 91,519,199

66,510,010 51,516,663 37,817,695 24,618,453 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

基金残額

基金処分額

令和２年度～令和７年度

基金
造成
額

事業費

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

　本基金事業を活用することにより、子ども医療費助成事業が安定的に実施されてい
る。
　また、受給者である保護者からは以下のような評価を得られている。
・自分の子どもが入院した時は、食事代などの実費しか払わなかった。医療費無料な
のがとてもありがたいと実感した。
・無料だからこそ、軽症のうちに気軽に受診できて、大きな病気を予防できていると
思う。
　以上のように、子ども医療費助成事業の実施により、保護者の経済的負担が軽減さ
れ、子どもの保健の向上と福祉の増進に繋がっている。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町ホームページへ
の記載によって地域住民への周知を行なった。

矢臼別演習場関連特定事業（医療に関する事業：子ども医療費助成事業）

厚岸町長

厚岸町内

　本町では平成３０年８月から、子どもの健康で健全な育成を推進することを目的に
子どもの医療費を助成しており、継続的かつ安定的な事業の実施が求められている。
 本事業の実施により、子どもの健やかな成長に寄与するとともに、子どもの保健の向
上と福祉の増進を図る。

子ども医療費の助成



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円 円
40,130,816 19,753,681 18,294,290 18,294,290 96,473,077

交付金 72,000,000 10,000,000 5,000,000 87,000,000
市町村費等 0

その他 0

運用益 4,818 3,790 372 232 9,212

計 72,004,818 3,790 10,000,372 5,000,232 87,009,212

34,100,000 19,500,000 17,000,000 16,409,212 87,009,212

37,904,818 18,408,608 11,408,980 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

　本基金事業を活用することにより、学校給食無償化事業が安定的に実施されてい
る。
　また、児童生徒及び保護者に聞き取りやアンケート調査を実施したところ、以下の
評価が得られた。
・給食費が無料になることで家計の負担が減り、助かっている。
・給食の地産地消メニュー等を子どもが楽しみにしており、食育につながっている。
・親が働いて国に払った税金が、学校給食無償化の原資となっていることを子どもに
教えるきっかけとなっている。
　以上のように、学校給食無償化事業の実施により、保護者の経済的負担が軽減さ
れ、地域で生産されたものへの意識の向上や、給食無償化における税金・交付金のあ
り方を主体的に考える自覚を育ませることにつながっている。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を以下の方法によっ
て地域住民への周知を行った。
１）町ホームページへの掲載

　今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

　無

平成３０年度～令和５年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費

基金
造成
額

基金処分額

基金残額

学校給食の無償化

事　業　評　価　書

矢臼別演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：学校給食無償化
事業）

厚岸町長

厚岸町内

　学校給食において、給食無償化を実施し、保護者の経済的負担の軽減を図る。ま
た、多くの地場産品の活用により、その地域で生産されたものへの意識の向上や給食
無償化の実施に際する税金・交付金のあり方を主体的に考える自覚を育ませ、安心し
て子育てできるまちづくりを推進する。


